
□安全にお使いいただくために

警告

■酸欠危険 無断でタンク内に入らないでください。酸欠の恐れがあります。
 
■転落危険 無断でタンクの天板に乗らないでください。落下の恐れがあります。

注意

■火気厳禁 タンクはポリエチレン製ですのでランプ、火気、蒸気等の高熱を近づけないでください。タンクが溶融する恐れ
があります。

■過度な加圧減圧厳禁 エアー抜きを開放にしてタンクに加圧減圧が掛からないようにしてください。タンクの変形、破損
の恐れがあります。

■タンクローリーからの空吹き厳禁 タンクローリーからの液のエアー圧送が完了したら、速やかにコンプレッサーを止め
てください。コンプレッサーの空吹き運転を続けると、急激な圧力でタンクが変形し、液漏れ、タンク破損の恐れがあります。

■電熱ヒーターの空焼き厳禁 電熱ヒーターを取付けたタンクに液が入っていない状態で、電熱ヒーターを運転させないで
ください。空焼き運転は電熱ヒーターを過熱させるので、タンクの変形、溶融の恐れがあります。

■攪拌機の空運転厳禁 攪拌機を取付けたタンクに液が入っていない状態で、攪拌機を運転させないでください。
攪拌機の軸がぶれてタンクを傷つけたり、攪拌機の故障を招く恐れがあります。 

■浮力によるタンク破損の恐れあり タンクに浮力が掛からないよう、タンク設置のピット内が浸水しないようにしてください。
タンクが浮き上がると破損の恐れがあります。
 
■タンク内に内容液が入った状態での吊上げ厳禁 内容液が入った状態でタンクを吊り上げると、変形および破損の恐れ
があります。移動する際は必ずタンク内を空にしてから行ってください。 
 

■保管時の密閉厳禁 密閉状態で保管すると、気温の変化によりタンク内の気体、圧力が増減します。それによりタンクが
変形する恐れがあります。

■入れすぎ厳禁 容量の表記は呼称であり、タンク底部から直胴部高さまでが実容量となります。直胴部高さ以上注入す
ると液漏れ等の不具合が発生する恐れがあります。
 

ダイライトタンク耐熱ＳＰ型取扱説明書

このたびはダイライトタンク耐熱ＳＰ型をご購入いただき、誠にありがとうございます。
使用前に取扱説明書をよくお読みの上、正しく使用してください。
なお、本書は使用されるお客様が必ず保管してください。

［タンク寸法・質量］ 寸法公差±１．５％

ＳＰ型
容量（L) 外径（㎜） 全高（㎜） 質量（㎏）
1,000L 1,060 1,495 65 
1,500L 1,275 1,740 100 
2,000L 1,410 1,933 150 
3,000L 1,620 2,100 205 

※１ 質量はオプション部品取付けによって変動します。

※２ 本取扱説明書に記載する寸法、質量等は性能向上のため、
予告なく変更することがあります。

１ タンク取扱い手順    

［注意事項］

１）フォークリフトまたはラフタークレーンを準備してください。
２）フォークリフト技能修了者・玉掛け技能修了者が必ず作業を行ってください。
３）玉掛け作業は［タンク寸法・質量］を参考に、安全係数を考慮の上、安全に行ってください。
４）吊り具がタンクに擦れる恐れがある場合は、擦れないよう養生してください。
５）作業中は、絶対に荷の下に入らないでください。周囲を確認の上、作業を行ってください。
６）タンクノズル（天板・側面・底面）の破損に注意してください。
７）タンク底部は成形品のため平らになっていないことがありますが、使用上問題はございません。
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カタログ、取扱説明書
は弊社ホームページ
よりダウンロード可能
です。



２ 荷降ろし作業     

フォークリフト作業

ノズルに注意しフォークリフトにタンクを載せ、荷降ろししてください。
なお、フォークリフトの爪はタンク外径以上の長さで作業してください。

ラフタークレーン作業

天板部吊り金具（２ヶ所）にワイヤーを掛け、地切り後平行であることを確認し荷降ろししてください。
補強枠付タンクの場合は、枠締めボルトナットの最上段にワイヤーを掛けて荷降ろししてください。

吊り金具に
ワイヤー２点吊り

３ タンク据付     

■タンクの据付基礎は必ず水平かつ平滑な面で全面支持にしてください。
■アンカー打ちは必ずタンク据付後に行ってください。タンク本体はポリエチレン製の為、±1.5％程度の伸縮があり、据付前にアンカーを
打つとタンクのアンカー穴と合いません。
■アンカーのナットはタンクの伸縮を考慮し、手締めにしてください。
■補強枠なしタンク用梯子（1,000L～2,000L用も含む）は、アンカー打ちを行う仕様です。必ずアンカーボルトを打って固定してください 。

４ 配管および配管サポート     

■ノズルのフランジ外面には側面、天板ともにバックアップリングを取付けてください。
■温度変化によるタンクの伸縮を考慮し、伸縮接手、フレキシブルジョイントを取付けてください。

■バルブは開閉の際、ノズルに無理な応力が加わらないよう水平に接続、固定してください。フランジ接続は軸心ズレがないようにし、バ
ルブには必ずサポートを取ってください。
■パイプバンドなどによる配管のサポートは緩めに調整してください。
■金属配管やタンク２基を直線的に接続する際は、配管途中にフレキシブルジョイントを接続してください。

５ 使用上の注意     

１，本タンクの基本仕様
液比重：1.3ｇ/㎝３ 以下、流体温度：－２０～８０℃、使用圧力：大気圧、設計用水平震度：０．６Ｇ
２，使用前には必ず水張テストを行い、接続部から液漏れがないことを確認してください。水張テストに使用した水は完全に除去し、拭き
取って使用してください。
３，タンクの表面温度は高温になります。火傷にご注意ください。
４，急冷は急激な収縮を促進し、変形の恐れがありますので、行わないでください。
５，タンク胴部の目盛刻印はＳＰ型基準であり、耐熱タンクの水位とは異なります。
６，タンクの寸法公差は±1.5％ありますので目盛は目安となります。

６ 保証期間

■弊社製品の保証期間は納入後１年間とし、保証期間中に不具合が生じ、弊社に通知された場合、弊社は直ちに原因究明を行い、弊社製品に欠陥が発見さ
れた場合には弊社の責任においてその製品を修理・交換いたします。ただし、この保証は弊社製品を日本国内で使用された場合に限り適用されます。海外で
使用する場合は、別途弊社にお問合せください。

■保証期間経過後の修理・交換は有償となります。
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